
パターン認識及び演習（第 �回資料）

パーセプトロンの収束定理の証明
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合計 �個のパターン（特徴ベクトル）������ ������ より成る学習パターンを用意する。

各パターンはクラス ��� �� のいずれかに属するものとし、かつこれらは線型分離可能と

する。線型識別関数 ����を
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となるよう、重みベクトル � を決定したい。ここで � � �� の全パターンを �→ �� と

変更すると、式 ���は
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となる。パーセプトロンの誤り訂正の過程で誤識別された学習パターンを順に
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で表す。ただし
�
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である。パーセプトロンの学習規則は以下に示す処理になる（定数 	 � �）。

重みベクトルの初期値 �
� を任意に設定し、� 番目の誤識別パターン �

� が発生したと

き、重みベクトル�
� を次式により�

��� に修正する。
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ここで、解となる重みベクトルの一つを ��とすると、
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が成り立つ。ここで、定数 � �� ��を用いると、式 ���より
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が成り立つから、重みベクトル � ��も解である。そこで、
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を示す。式 ���の両辺より � ��を引くと�
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両辺のノルムをとって自乗することにより、
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が得られる。式 ��で示したように、�� は誤識別されたパターンであるので、式 ���より
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が成り立つ。したがって式 ����，����はさらに変形され
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とすると、式 ����より、
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と設定すると、
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が成り立つ。式 ����の左辺は負になり得ないので、
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（証明終）
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